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Ⅰ はじめに 

 本稿は、視覚障がい教育の専門性を形成する初

期段階に、台湾の統合教育を視察して学んだ「通

常の教育課程に視覚障がいに基づく困難さを解決

するための指導内容・方法＝プラス・カリキュラ

ム)の考え方や、統合教育にかかわっていた巡回

指導教師の方々の情熱と研究心を、自身の教師の

あるべき姿として、胸に刻んで過ごした教師初期

5 年程度までの間の教育実践や、その後の専門性

の向上の状況、また、奉職 40 年から退職後での

視覚障害教育の専門性を生かした韓国及び台湾、

モンゴル、タイでの海外でのボランティア活動等

を整理して、最後に人生 100 年といわれる現実を

踏まえた今後の生き方を模索したものです。 

表 1 奉職から 5 年までの自主的研修 
 

 
  

表 2 奉職 40 年から退職後のボランティア活動の概要 

 

このようなことから、本稿は、一盲学校教師の

専門性の形成期から、専門性を活かした教師とし

ての児童生徒への本格的指導期、学校教師を終え

た後の海外での専門性を活用したボランティア期

を通した事例的な内容を整理したものです。 

 

Ⅱ 視覚障がい教育の「魂」を台湾に学ぶ 

台湾の台中教育委員会には、1973 年 3 月、事

前通告なしに一人で出向きました。それは、前

年、1972 年 7 月、大阪の日本ライトハウスで開

催された厚生省主催「感覚訓練士養成講習会」

で、台湾で当時実施されていた統合教育(盲児が

地元の普通学校に通う教育システム)のことが紹

介され、台湾の統合教育を詳細に記述している世

界盲人百科事典(日本ライトハウス編纂・発行)の

購入を勧められたことによります。私は、早速、

同事典を購入し、台湾の統合教育を調べたとこ

ろ、当時の中華民国台湾省政府のあった台中市が

最も充実していると記してあったからです。 

私は、台中市教育委員

会に出向いて、日本語の

分かる方(戦前、日本人

として教育を受けていた

方)として、林校長先生

を紹介され、また統合教

育が実施されている各学

校を巡回して、盲児の特

別なニーズに応じた指導

を行う巡回教師を、さら

に指導する立場の韓先生

も紹介されました。 

 

図 2 台南駅での韓先生と私 

韓継綏先生は、台中市以外の近郊の学校に出向

くときは、私をオートバイの後ろに乗せてくれま

した。また、台南市や高雄市等の他都市には汽車

で移動して、約 8 日間、台北市以外の各地で行わ

れている統合教育の現場を視察することができま 

した。 

私は、このような台湾の統合教育の視察を 3 年

間続け、林校長や韓先生の他に多くの知己を得る

 

図 1 視察時の紹介記事 



ことができました。 

台湾で学ん

だ盲児の統合

教育は、当時

勤務していた

北海道札幌盲

学校の教師や

児童生徒にも

伝えました。

生徒の中には、自身も普通高校で学んでみたいと

希望する生徒が出てきて、当該生徒の保護者も希

望したいとと申し出てきました。 

岩間勝美さん(北星学園大学卒業、現在も日本

赤十字札幌点字図書館に勤務)は、琴似駅の近く

にあった札幌北星男子高校に通常の生徒と同様の

点訳した入学試験を受けて入学が決まりました。

彼は、とても利発でまじめな生徒でした。 

しかし、同校で使用する全ての教科書は、点字

化されていませんでしたので、当時の北海道札幌

盲学校中学部の教師が手分けして点訳しました。

また、北星男子高校学校では、授業で副教材とし

て、普通文字プリントが配られて使用されるの

で、その点訳も必要でした。そのこともあり、私

は、1 年間、岩間さんと学校のすぐそばのアパー

トに同居して、このプリント類の点訳と朝食や昼

食の弁当の支援を行いました。 

台湾の統合教育の視

察で、何よりも大きな

収穫は、盲児の歩行指

導概念の中核といえる

ボディイメージ概念を

国立台南師範大学啓明

苑(巡回教師養成等統

合教育推進センター)

発行の機関誌で知った

ことです。劉信雄先生

(後に同センター教授)は、米国 B.J.Cratty の

「Body Image」の論文を中国語に翻訳した内容で

した。当時の日本では、ボディイメージという言

葉は、肢体不自由教育の専門用語として使用され

ていました。 

しかし、私は、盲児の歩行指導における心的地

図(メンタルマップ)指導の中核概念は、このボデ

ィイメージ形成を基盤にすべきと気付きました。 

盲児の取り巻く空間環境の把握は、ボディイメ

ージを空間に投影することができる力(メンタ

ル・ローテーション能力)により可能になるとの

仮説でした。この仮説を踏まえて、空間環境を

「ボディイメージ」「教室内の地図構成」「校内の

地図構成」「学校内の地図構成」「学校周辺等の地

図構成」を白杖使用の技術と同時に指導する指導

内容・方法を、幼稚部幼児、小学部児童、中学部

生徒、その後は高等部生徒に指導しました。 

 

Ⅲ 視覚障がい教育の専門性の整理 

 私は、時代的にも恵まれていました。それは、

奉職 2 年後から養護・訓練(自立活動)という新領

域が教育課程として位置付けられ、したがって、

この専門家が誰もいなかったことや旧北海道札幌

盲学校に奉職したおかげで、幼稚部幼児から高等

部専攻科の中途失明の方々まで、幅広い年齢層、

発達段階の方々に接して、主に点字触読や白杖歩

行等の視覚障がい児等に係る主要な課題解決が職

務の使命として担うことになったからです。 

 

 1 点字触読指導の専門性 

 奉職 2 年目には、中途失明の方々が点字触読で

困っているとのことを聞いて、どうしたら容易に

触読ができるようになるかを、倉庫で眠っていた

各種文献を調べて学ぶことができました。その結

果、1966 年「盲心理研究第 14 巻」に、瀬尾政雄

先生が東京教育大学付属盲学校小学部 1 年生 4 名

の点字常用児の点字清音 46 文字の触読調査を 5

月 3 回、6 月 3 回、7 月 3 回行った結果を 3 段階

に整理した難易度分類表を見つけました。私は、

小学部 1 年生が触読が可能になる順に点字を指導

 

図 3 岩間さんとの同居生活 

 

図 4 劉信雄先生の翻訳 

 

図 5 メンタルマップ形成の仮設 



すると容易に覚えることができると考え、その後

の札幌盲学校での指導実践結果をも考察して、点

字触読の難易度別に 5 段階分類した指導法を工夫

した鈴木式点字触読指導法を創案しました。 

 
図 6 鈴木式点字触読指導法 難易度別 5 段階分類 

 

2 白杖歩行指導の専門性 

盲児の単独の

目的歩行能力を

「オリエンテー

ション能力(環境

構成物を自分自

身との空間関係

において位置付

けることができ

る力)」と「運動

能力(盲児の持っている感覚、運動能力)」の輻輳

的関係で捉え、それに盲児の歩行意欲や白杖使用

能力を整理したモデルを創案して、より的確な指

導が盲児個々の実態に応じて指導できるように、

発達段階的に 12 の項目で整理した。 

 

図 8 盲児の歩行指導内容の整理 

盲児の指導に必要欠くべからざる専門性とし

ての「点字触読」指導と「白杖歩行」指導の専門

性は、盲学校に奉職して、10 年目にはほぼ形作

られたものになり、その後、雪道の歩行の研究の

成果も整理して、米国の視覚障がい教育・福祉等

の専門紙 Journal of Visual Impairment ＆ Blindness

に 1985 年 Winter Traveling in Hokkaido Land Japan、 

1986 年 Evaluating Methods for Teaching Orientation 

and Mobility with Sonicguide を発表した。当時の日本

の視覚障がい教育界では本誌に 2 編が取り上げられた

のは初めてであった。これもすべてが、児童生徒の早

朝、夜間指導時の協力と寄宿舎等に勤務する職員の

方々の協力があったからと感謝している。 

 

Ⅳ 視覚障がい教育専門性の海外での交流 

１ 韓国との交流  

2009 年 8 月、日韓知的障がい者サッカー大会

が、札幌市で開催された折、韓国知的障がい者サ

ッカー連盟会長(金源慶韓国体育大学教授、通訳

は金日明光州大学教授)等と特殊教育について懇

談する機会があった。 

日本と韓国は、障

害者権利条約に署名

した後の障がい児教

育体制をどうするの

かなどの関心が高い

時で、同年 10 月開催

の韓国特殊教育学会

秋季大会で私が日本

の特別支援教育体制

等について講演する

ことになった。この

機に、国立ソウル盲学校と光州女子大学でも視覚

障がい教育や特別支援教育についての講義を行っ

た。この後、韓国には、2019 年までの約 10 年間

で、約 20 回、韓国に行き 30 数回、大学、学会、

盲学校等で講演・講義を行っている。 

 

2 台湾との交流 

私は、2017

年、台湾高雄に

旅行した折、昔

この地でお世話

になった古萬喜

先生を探した。

先生は、すでにご逝去されおり、お会いすること

 

図 7 盲児の歩行指導モデル 

 

 
図 10 台湾への返礼講義 

図 9 韓国内での講義地 



はかなわなかったが、その教え子の林萃蘋先生

(高雄市立特殊教育学校勤務)とお会いすることが

出来た。この教師から、45 年前、台湾でご指導

頂いた韓継綏先生につながり、台湾での講師の依

頼が参りました。 

 

3 モンゴル及びタイとの交流 

両国との交流は、2 年間、視覚障がい教育研修

支援を行った韓国江原明震学校(盲学校)との縁に

よるものである。同校は、ユネスコスクール(ユ

ネスコ憲章に示されたユネスコの理念(「教育や

科学、文化の振興を通じて、戦争の悲劇を二度と

繰り返さない」)を実現するため、平和や国際的

な連携を実践する学校)として、特にアジア諸国

の盲学校と交流していることから、モンゴル・ウ

ランバートルの国立第 116 番学校(盲学校)、また

タイ・バンコク盲学校とのつながりが深く、両校

の校長は江原明震学校も視察している。 

私は、江原明震学校で国際支援を担当している

李政翰先生と、2017 年 2 月、仁川国際空港で合

流して、国立第 116 番学校での視覚障がい教育や

超音波を活用した環境把握等について 3 日間の研

修講義をおこなった。通訳は、1 日 1 万円で、ト

ヨタに勤務する女性にお願いした。 

 また、タイのバンコク盲学校へは、一人でバン

コクに行き、スワンナプーム空港でバンコク盲学

校が依頼した方と合流して、ホテルに向かい、次

の日にバンコク盲学校で研修講義を行った。この

時の通訳は、バンコク盲学校を卒業して官庁に勤

務している女性と日本企業に長く勤務されて定年

退職した男性が行った。この時は、音声通訳器

「ポケトーク」がとても役立った。 

 この時ほど、ポケトークの有難味が身に染みた

ことはなかった。 

 

Ⅴ 人生 100 年時代に向けた人生設計を 

私は、今年 6 月に満 75 歳になりました。厚生

労働省発表の 2020 年版第 23 回生命表（完全生命

表）では、75 歳の平均余命は 12.54 歳、つまり

私の場合は、平均として 87 歳まで生きているこ

とになるようです。 

この高齢者の生き方に関して、ニッセイ基礎研

究所生活研究部 上席研究員・ジェロントロジー

推進室兼任の前田展弘氏は、「人生 100 年時代の

働き方・活躍の仕方とは？」として、次の図を提

示して、人生 100 年に対応した意義ある生き方の

設計をするように勧めており、私はこの考えを基

にして、自分が盲児や教師時代に培うことが出来

た専門性を活かしていきたいと考えております。

 

 

図 11 人生 100 年時代の人生設計 

 

Ⅵ おわりに 

今般、自身の教師に奉職してからの専門性を身

に付けるまでの経緯と専門性を活用した海外交流

を整理することが出来た。この整理の中、多くの

盲児等との出会いや、同じ思いの教師等の方々の

お陰て、今の自分があることが分かった。 

私は、今後も健康に留意して、もし明日佳グル

ープ小野寺眞悟氏に雇用継続をしてもらえるなら

ば、「生きがい就労」をしつつ、「地域と海外への

ボランティア活動」に、より一層、心を傾け、人

生 100 年を目指して努力したいと思っています。 

  


